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本校がこの一年
農々な涯僣を迎'し

鳶ヵlな心を犀 て'ていく
紺色必丿漑ｗ 活齢

Ｑ環境教育　自然環境づくり

Ｑ江戸東京野菜（鳴子うり）等の栽培活動

Ｑ柏木フェスティバル

Ｑたてわり班活動（班遊び・交流給食）

Ｑ東京日本語教育センターとの交流

E1本晒 靫霖セン ターと:の 交 流

o Ａ
ｙr に みる英 男塗 勁　　　

柏木フェスティバル(地域の方による苓・往路)

､Ｊ

(５･６年 ３５時 問 、

Ｄ ２ ・３･４年 １０時 閻)

新1百区環埋馮掃部の出罰撞匍

皿 心 蕩‾を

辰クきコこ虚める
皿 皿

手 洗い,教貿

０生活指導夕会 一生活指導全体会・
校内委員会と涯携した教育相談の充実

丿心身の健康を重視し担任・養護教輸・
スクールカウンセラー・教育支援貝・

ボランティア ースクールソーシャルワ
ーカーとの退!携

つ多様な想定[こよる避難訓練と安全指導

､Ｊ

ｆ

―

大切にしていくこと
二　厦 ＆さと夕 り 仲クの 必･ｊ/ふと 澪･差==盲 ご･るＪ

癌 砺ｙ ｇ すうデども 甜と の戈 諺

○通常学級と柏葉学級との　　　　　　　　●
給食・たてわり班活動や行事等での交流
『遠足 一運』助会・学芸会等)

心小学校と子ども園の給食・行帯・授業等
での交流

Ｑ人権を尊重する心を育てる授業の充実

いまいきとした酌 齢を創ふﾚ 、

屋力1な孕力を犀£ら弥淳
○算数におけるＴＴ Ｏ 年）・少人数（２～６年）

による指導の充実

０３年以上の一節欧科担任制（理科 －社会）

Ｑ校内研究算数を中心とした授業改善

一､）日 本語指導の充実

Ｑ学習指導支援員による個に応じた指導

丿 放課後学習支援の冥施

たてわり給食

―

Ｉ

ひ・ 県給袁

地元町 会･とのき同 濤掃

涅勁含

IＣＴを活用し た授業

､ｊ 息峻独 修裴松と乙ご
庶膠者・敢 雛∂方々毎との
さｊなj5運房

震麓会

Ｑ運営協議会での学校評価

○地域清掃等の町会との合同実施

Ｑ危機管理・安全ｉ 理の徹底、地域防災との連携
(地域・町会・警察との連携)

Ｑ柏木教育ボランティアとの連携

○子ども家庭支援センター・児蛮根談センター等
との連携

○スクールスタッフ・学生ボランティア等の活用

Ｑ食育の推進 一給食民間委託業者との連携
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